
編集後記
　今月の小児腎・泌尿器疾患に関する特集では，各
種腎疾患についての最新の知見を，第一線でご活躍
中の臨床医の先生方にさまざまな側面からご紹介い
ただきました．
　岡部先生には小児腎不全の国内有病数や腎移植の
現状について総論的に解説いただき，小児に対する
腎移植の技術的側面や問題点をご説明いただきまし
た．また移植に関する最新のトピックとして，小児
ドナーからの献腎が小児へ優先的に移植されるよう
なレシピエント選択基準の変更について解説いただ
きました．張田先生には小児腎疾患を対象とした次
世代シーケンス技術による遺伝子検査法について解
説いただきました．遺伝性疾患の原因が判明するこ
とにより，患者さんやご家族の納得感が得られやす
くなることや遺伝カウンセリングが可能となる点，
他臓器への影響を予測できることといった利点があ
る一方，解析手法上の限界や変異・多型が病態の真
の原因であるかについて判断が難しいこともある点
などについてご解説いただきました．宮坂先生には
小児泌尿器疾患の画像診断法について，各種検査の
利点・欠点，適応を概説いただきました．
　また各論として，奥田先生には非典型溶血性尿毒

症症候群や C3 腎症といった補体介在性腎疾患につ
いて，亀井先生には小児の急性腎障害の最新の診療
ガイドラインについて，南川先生には遺伝性尿細管
機能異常症の最新トピックスについて，浅野先生に
は分子標的薬であるリツキシマブの難治性ネフロー
ゼ症候群への適応時の注意点について，永井先生に
は IgA 腎症，紫斑病性腎炎への治療戦略について，
ご専門の立場からそれぞれ解説いただきました．
　特集以外では，柏木先生に具体的な急性脳症のモ
デルケースを提示いただいた上で，小児急性脳症診
療ガイドラインを実臨床において活用するうえでの
課題について詳細に解説いただきました．また奥村
先生には急性弛緩性麻痺が本年 5 月より五類感染症
として感染症法に基づく全数把握対象となった経緯
について解説いただき，新田先生には小児難聴診療
の地域医療の現状と問題点についてご提起いただき
ました．
　今回も，多くの専門領域の先生方にご協力いただ
きました．この場をお借りして深謝いたします．小
児の腎疾患に関する幅広い最新の知識が，日々の診
療に活用されることを期待しております．

（高橋　孝雄）
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